
QOLの向上
人々の快適でこころ豊かな暮らしを実現するため、生活者の置かれた状況やライフステージに応じたQOL向上製品・サービスの
提案を行い、世界中の多様な人々のQOL向上とグローバル市場での成長を目指します。

リスク​

● �QOL向上ニーズへの 
対応遅れがもたらす 
顧客満足度やブランド 
ロイヤルティの低下​

● �他社のQOL向上製品・
活動による市場競争の
激化と、ブランド価値低
下や事業機会損失

財務インパクト

● �QOL向上製品の売り上
げ・シェア拡大

● �個人の状態に応じたQOL
向上サービスによる製品
のロイヤルティ向上およ
び売上拡大

● �新技術・新発想のQOL
向上製品・サービスに
よる競争力の向上およ
び事業領域の拡大

戦略

全
体

① �QOL向上に貢献する製品・ 
サービス・活動の展開​

製
品
・
サ
ー
ビ
ス

② �個別ニーズに応じた 
QOL向上サービスの開発

③ �新技術・新発想の 
QOL向上製品・サービスの
開発と展開​

支
援
活
動

④ �QOL向上支援活動による
マーケティングの展開​

⑤ �外部連携による支援 
活動の質的向上

活動実績

スキンプロテクション事業の 
一環として、欧米における 
健康と安全に配慮した 
肌色提案を強化 ②③

がん患者さん向け 
スキンケアセミナー ②

赤ちゃん向け 
スキンケア啓発活動の拡大 ②

保育園向けの子育てサポート 
「Kao すまいる登園」の拡大 ③

生理用ナプキンの備品化 
「職場のロリエ」の拡大 ③

乳がん予防啓発活動 
「ピンクリボンキャンペーン」の 
拡大と寄付活動追加 ④⑤

貧困により学ぶ機会を奪われて
いる途上国の若者の教育に貢献
する「探求のあかりプロジェクト」 
④⑤

視覚障がい者向け 
イベントへの出展 ④⑤

機会

● �QOL向上対応製品の 
展開によるブランド価値・
ロイヤルティの向上と 
事業成長​

● �QOL向上支援活動に 
よるレピュテーションの
向上と企業価値の向上​

● �QOL向上支援活動と連
動したマーケティングに
よる、事業機会の創出と
事業成長​

環境・社会インパクト

● �モノづくりに加え、体験
やコトづくりを通じた、
生活者のこころの豊かさ
への貢献

● �外部連携による、快適で
こころ豊かな暮らしを向
上させる効果の増幅

● �新技術・新発想のQOL
向上製品・サービスを
通じた、こころ豊かな暮
らしの水準向上

● �災害時や非日常時に
おける暮らしの水準向上

指標 目標 実績（2025年）

快適で、美しく、すこやかな 
暮らしに貢献し、こころに響く
QOL向上に貢献する製品数 ①

70億個​
2030年

36億個

QOLを向上させるブランド発
の活動推進件数 ②③④⑤ ー 62件

※ 指標と目標、取り組みの末尾の番号は戦略番号を示しております。

リスク

機会

戦略 取り組み 財務インパクト

環境・社会インパクト

指標と目標　実績
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戦略
本テーマのリスク低減と機会創出に向け、花王らしく、実効性があり、事業成長と社会課題解

決に貢献する戦略を実行しています。

 社会課題​
花王が持続可能で競争力のある存在であり続けるためには、社会課題の正確な認識が不可欠

です。社会課題の認識は、花王の事業上のリスクを軽減すると同時に、成長を促す新たな事業
機会を見いだすための重要な起点となります。生活者が快適でこころ豊かな暮らしを実現する
ためには、多くの社会課題の解決が必要です。花王では、特に本テーマに関する社会課題を以
下のように認識しています。

 リスクと機会​
上記のような社会課題を含む事業環境において、花王はさまざまなリスクに直面する一方で、

新たな事業機会も見いだしています。これらのリスクと機会の特定は、企業戦略や施策を策定す
るうえで重要なプロセスです。花王が本テーマにおいて特定した主要なリスクと機会は以下のと
おりです。

● �高齢化などをはじめとした社会構造変化や、価値観の多様化の進展による、地域コミュ
ニティの希薄化と社会的孤立の深刻化

● �物質的な充足と精神的な幸福感の乖離
● �気候変動が引き起こす自然災害による、生活基盤への影響

リスク
● �QOL向上ニーズへの対応遅れがもたらす顧客満足度やブランドロイヤルティの低下
● �他社のQOL向上製品・活動による市場競争の激化と、ブランド価値低下や事業機会

損失

機会​
● �QOL向上対応製品の展開によるブランド価値・ロイヤルティの向上と事業成長
● �QOL向上支援活動によるレピュテーションの向上と企業価値の向上
● �QOL向上支援活動と連動したマーケティングによる、事業機会の創出と事業成長

 戦略​
特定したリスクと機会に対応するため、以下の戦略を推進します。
本テーマは、中期経営計画「K27」のビジョン「未来のいのちを守る」に直結し、スキンケアや

化粧品など、花王の成長ドライバーの中核を担います。一人ひとりの「自分らしい快適でこころ
豊かな暮らし」の選択肢を広げることを起点に、事業横断による提案力と、花王独自の皮膚科
学・体験価値を磨き、多地域での事業展開とブランドロイヤルティ向上につなげます。

① QOL向上に貢献する製品・サービス・活動の展開
負担を感じることなく毎日使い続けられる製品・サービスを通じて、快適な生活の実現と、社

会・環境への貢献に対する充足感を得られる選択肢を提供するとともに、世界各国の環境、文
化、習慣に最適化された製品・サービスを提供する。

② 個別ニーズに応じたQOL向上サービスの開発
各個人の状態・生活環境に応じた個別最適の提案により、不安の低減と生活向上に寄与する

とともに、環境などに関する各国規制に対応しつつ、エリアを超えて共通する気候・風土・生活
習慣などを探し出し、拡大していく。

また、総合化学メーカーとしての知見を駆使し、新製品・サービスを提供し続ける。特に界面
活性技術、節水技術、泡技術、包装容器技術などの強みを活かす。

③ 新技術・新発想のQOL向上製品・サービスの開発と展開
AIなどを活用し、イノベーティブな視点およびユーザー視点を再考することで、広がる多様性

への対応と新たなニーズの発見を進めるとともに、優先地域を見極めて上市までのリードタイム
を短縮し、グローバル展開を加速する。また、製品・サービスの的確な説明を強化し、認知速度
を高めることで、事業の早期確立を図る。

関連する取り組み: � P84  スキンプロテクション事業の一環として、欧米における健康と安全に配慮した肌色提案を強化
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戦略の実践により生み出されるインパクト
前述の戦略により、次のような財務インパクトや環境・社会インパクトを生み出すことができ

ると考えています。

 目標と進捗

戦略のレジリエンス
QOL向上を軸とした製品・サービスの開発に加え、迅速な市場動向分析に基づく戦略的な

対応を推進し、顧客ニーズの変化に柔軟に適応する力を備えています。また、持続可能性やイノ
ベーション施策を強化し、ブランド価値向上を図ることで、競争激化による市場シェアの喪失を
回避し、事業の継続性と成長を両立するレジリエンスを構築しています。

④ QOL向上支援活動によるマーケティングの展開
健康へのリテラシーを高め、生活者の行動変容を促進するとともに、衛生啓発について、日本

で開発された共通ツール（教材・動画）をアジアへ横展開し、2027年までに運用を開始する。
また、体験→試用→継続購入の導線を設計し、再購入率を向上させる。

⑤ 外部連携による支援活動の質的向上
医療・教育・自治体・NPOなどと協働し、早期発見支援や災害時の衛生確保などを通じて、

脆弱層を含むQOL改善に寄与するとともに、ピンクリボンキャンペーンや障がい者支援など、
世界共通の課題を解決できる製品・サービスの拡張を図る。

指標と目標
戦略の実効性を高めるため、リスクや機会に関するパフォーマンス指標を設け、定期的に進捗状

況をモニタリングしています。特に重要なリスク・機会に関連する指標には目標を定め、その達成
状況を確認することで、PDCAサイクルを通じた改善を重ね、取り組みを着実に推進しています。

本テーマでは、生活者一人ひとりの快適でこころ豊かな暮らしの実現に貢献するため、製品・
サービス・活動を通じて生活者に提供されるQOL向上に資する製品・サービスへの提供機会
の広がりを示す指標として、QOL向上に貢献する製品数を設定しています。2025年は36億個
となりました。QOLに貢献する製品数は、近年の生活者ニーズの変化を踏まえ、大容量製品・
高付加価値製品へのシフトを戦略的に推進してきた結果、個数ベースでは前年を下回りました。
一方、こうした取り組みにより、生活者一人ひとりが自分の状態やニーズに合った製品をより選
びやすい環境が整いつつあります。このように、製品の提供形態や利用のされ方が変化する中
で、現行の指標による個数の把握だけでは、生活者の利用実態やQOL向上への貢献を十分に
とらえきれていないと認識しています。この状況を踏まえ、当面は現行指標を継続して開示しつ
つ、生活者の満足度や暮らしへの貢献の度合いといった生活の質の向上の観点も含めて把握で
きる評価手法の導入を検討しており、 2026年度中を目途に新指標の設定を進める予定です。

財務インパクト
● �QOL向上製品の売り上げ・シェア拡大
● �個人の状態に応じたQOL向上サービスによる製品のロイヤルティ向上および売上拡大
● �新技術・新発想のQOL向上製品・サービスによる競争力の向上および事業領域の拡大

環境・社会インパクト​
● �モノづくりに加え、体験やコトづくりを通じた、生活者のこころの豊かさへの貢献
● �外部連携による、快適でこころ豊かな暮らしを向上させる効果の増幅
● �新技術・新発想のQOL向上製品・サービスを通じた、こころ豊かな暮らしの水準向上
● �災害時や非日常時における暮らしの水準向上

関連する取り組み:� P84  乳がん予防啓発活動「ピンクリボンキャンペーン」の拡大と寄付活動追加

戦略 指標
実績 中長期目標

2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年 目標値 目標年

①
快 適で、美しく、すこやかな
暮らしに貢献し、こころに響く
QOL向上に貢献する製品数

48億個 45億個 45億個 41億個 39億個 36億個 70億個 2030

 指標と実績

戦略 指標
実績

2022年 2023年 2024年 2025年
②③ 
④⑤ QOLを向上させるブランド発の活動推進件数 41件 43件 60件 62件

2025年は、がん患者さんと医療関係者に向けて保湿剤やメソッド動画の紹介を通じたスキンケア
啓発を強化しました。QOLを向上させるブランド発の活動（啓発など）推進件数は62件（前年60件）
と拡大しており、製品の個数ではとらえきれない生活者への価値提供の深化が進んでいます。今後も
参入カテゴリーにおけるセミナーの実施を通じて、より幅広い生活者のQOL向上に貢献していきます。
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 取り組み
花王では、「QOLの向上」に向けたさまざまな取り組みを行っています。これらの取り組みは、

前述の戦略に基づいており、互いに連携しながら、目標の達成に向けて推進されています。ここ
では、数ある取り組みの中から重要なものについてご紹介します。

C（対応状況のモニタリングと評価）
同会議において、実施中の対応活動の進捗状況を報告・評価。必要に応じて、活動内容や結

果をESGコミッティに報告し、提案事項を共有。​​

A（課題への対応と改善）
モニタリング結果や提案内容に基づき、活動方針や実施体制を必要に応じて改善。リスクへ

の対応策や取り組み内容の継続的な改善を図る。

ガバナンス

リスク・機会管理

グローバルコンシューマーケア部門を主管部門として、次の3つの会議体を定期的に開催し、
「QOLの向上」における戦略を推進しています。 

事業部門長および各部門責任者が参加する会議では、ESGコミッティにおける議論内容や海
外規制動向、各事業における対応方針など、ESG推進に関する情報共有を行うとともに、重要
課題や方針について議論しています。 

また、総括および事業部門長、研究開発部門、生産部門、購買部門などの責任者が参加する
会議では、新製品や大規模投資を伴う案件について、製品性能や製品価値、収支を含めた事業
性をグローバルな視点から議論しています。 

さらに、事業部門ごとに、事業部門、研究部門、生産部門、品質保証部門などの責任者や担
当者が参加する会議を開催し、商品化に関わる製品性能や製品価値、事業性について、ESGの
観点も含めて確認しています。

 管理プロセス
「QOLの向上」におけるリスク・機会への取り組み状況については、下記のとおりPDCAのプ
ロセスで管理し、着実な改善を図っています。

P（リスク・機会の確認）
ESG推進を目的とした会議において、グローバル規制や顧客要請などの各種動向をモニタリ

ングし、それに伴うリスク・機会を確認。確認したリスク・機会に基づき、対応方針を検討。​

D（リスク・機会に基づく対応）
同会議で決定した対応方針を関連部署へ展開し、具体的な活動を推進。方針を製品開発プロ

セスに反映し、必要に応じて承認・確認を実施するとともに、各種活動の内容を社内外に開示。
※ 各活動は、取り組み（P84～85）をご覧ください。​

戦略 取り組み例

全体
① �QOL向上に貢献する

製品・サービス・ 
活動の展開

製品・
サービス

② �個別ニーズに応じた
QOL向上サービスの
開発

がん患者さん向け 
スキンケアセミナー

赤ちゃん向け 
スキンケア啓発活動
の拡大

スキンプロテク
ション事業の一
環として、欧米に
おける健康と 
安全に配慮した
肌色提案を強化

③ �新技術・新発想の
QOL向上製品・ 
サービスの開発と展開

保育園向けの 
子育てサポート 

「Kao すまいる登園」
の拡大

生理用ナプキンの 
備品化「職場のロリ
エ」の拡大

支援活動

④ �QOL向上支援活動に
よるマーケティングの
展開

乳がん予防啓発活動
「ピンクリボン 
キャンペーン」の 
拡大と寄付活動 
追加

貧困により学ぶ 
機会を奪われている
途上国の若者の 
教育に貢献する 

「探求のあかり 
プロジェクト」

視覚障がい者 
向けイベントへの
出展

⑤ �外部連携活動による 
支援活動の質的向上

Our ESG Vision and Strategy > ガバナンスP62
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健康と安全に配慮した肌色提案（セルフタンニング）への取り組み

欧米では、日光浴による日やけが健
康的でアクティブなライフスタイルの
象徴として好まれる一方、過度な紫
外線曝露は皮膚がんのリスクを高め
るなど、深刻な健康課題を伴います。

「Jergens」は、紫 外 線 によるダ メー
ジを伴うことなく、望ましい肌色を実
現するセルフタンニングのサブブランド

「Jergens® Natural Glow」を展開しています。米国では、皮膚がん予防啓発団体が提
供している、無料の皮膚がん検診バスへの協賛を通じて、セルフタンニングの認知拡大
を図るとともに、皮膚がんの予防に向けた啓発活動に力を入れています。

2025年は限定チャネルにおいてテスト販売を実施し、購入者からは「まるでエアコン
みたい」「次世代UVだ」といった高い評価が寄せられました。2026年2月より全国発売
を開始し、アジアでも順次展開していきます。

気候変動の影響などにより、年々過酷さを増す外部環境から肌を守るスキンプロテク
ション事業は、紫外線から肌を守り、日やけや皮膚の老化を予防する「UVケア」、紫外線
を浴びることなく日やけしたかのような肌色を演出する「セルフタンニング」、DEET（殺
虫剤に使用されるような成分）などを使用せず肌にやさしい成分で蚊を寄せつけにくくす
る「環境プロテクション」の3つの事業で構成されています。

ビオレ呼吸感ベールUV

「地球沸騰化時代」とも言われる昨今、2025年は、特に日やけ止
め使用時のストレスに着目し、「ビオレ呼吸感ベールUV」を開発しま
した。

花王独自のウォーターベース処方に湿度応答剤を配合。スフレク
リームのようにふわっと肌に広がり、高抱水性ポリマーが水分を保
持・放出することで、蒸し暑く汗ばむ環境ではベタつきを抑え、室内
などのドライな環境ではうるおいを保つというユニークな特長を有し
ています。

スキンプロテクション事業の一環として、欧米に​
おける健康と安全に配慮した肌色提案を強化

地域：グローバル

対応する戦略：②③

花王グループでは、乳がんの早期発見の大切さを呼びかける世界的な運動「ピンクリ
ボン」に賛同し、2007年から毎年10、11月に 「ピンクリボンキャンペーン」を実施して
います。ご自身や身近な方々の健康について考えるきっかけづくりを目的に、さまざまな
活動を行っています。

乳がん予防啓発活動「ピンクリボン​
キャンペーン」の拡大と寄付活動追加

地域：日本、アジア

対応する戦略：④⑤
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社内外に向けた啓発活動

社内においては、ピンクリボンアドバイザーの資格を有する医療関係者による
講習会を実施し、乳がんの基礎知識
やブレスト・アウェアネスメソッドに
ついて学ぶ機会を提供しました。併せ
て、店頭でのセルフチェックメソッド
のリーフレット配布や、ブランドサイ
トを通じた情報発信を行い、乳がんの
早期発見の大切さを伝えました。

社外に向けた啓発・寄付活動

一人でも多くの社外の方に検診の重要性を伝
えるため、SNSを活用したキャンペーンを実施
しています。

2025 年は、花王公式 SNSにおけるピンクリ
ボンキャンペーン告知投稿に「いいね」「リポスト」

「シェア」などのリアクションが行われるごとに、
1リアクションあたり10円を寄付するキャンペー
ンを実施しました。その結果、国立研究開発法
人国立がん研究センターへ122,720円を寄付し
ました。

また、化粧品ブランド「LISSAGE」と「KANEBO」
では、商品の売り上げの一定額を、認定NPO法
人乳房健康研究会に寄付する取り組みを行って
います。

花王グループ ピンクリボンキャンペーン
https://www.kao.com/jp/pinkribbon/
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